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3　Tagore, A. 1973, Ch.14; 日本語翻訳は、『アジア近代絵画の夜明け展』1985. Satō S. 1998, p. 90.





Hishida Shunsō, Sarasvati 1903, Private Collection.
〔Awakening 1985: 87〕
Fig. 2?横山大観《インド守護神》1903、個人蔵
Yokoyama Taikan, Indian Divinity of Protection 
1903, Private Collection.?Awakening 1985: 74?
Fig. 3  アバニンドラナート・タゴール《バーラト・
マーダ》1905-6、ラヴィンドラ・バラティ協会蔵
Abanindranath Teagore, Bharat Mata 1905-6, 
Rabindra Bharati Society. ?Quintanilla 2008: 105?
Fig. 4  19 世紀後期カーリー女神の一般的イメージ
（P. Mitter 1994 より）
Popular Imagery of the Kali Goddess, Calcutta, ca. 









































5　Nivedita 1967, vol. 2, p. 431. 詳細については Inaga 2004, pp. 129–159.













































8　Fenollosa 1903, p. 15.  横山大観自身も朦朧体をパリの回顧展で見たホゥィスラーの作品と比べている。
Yokoyama 1951; 1982, p. 78. 参照。Satō Dōshin 1992: pp.?436–452. 佐藤道信はボストンで展示された横山の作品
に ‘Nocturne’の題名が付されてBoston Evening Transcript (Nov. 18, 1904)に言及されている事実を指摘している。
9　Satō D. 2007, pp. 198–207.
Fig. 5　横山大観《帰帆》1905、滋賀県立美術館




James McNeil Whistler, Crepuscule in Flesh Colour and Green 







































10　Inaga 2004, pp. 129–159、およびその短縮されたものとして Inaga 2006, pp. 90–95。ニヴェディタの政治的
解釈に対しては反論もあり、論争を招いたことが知られている。
11　アナンダ・クーマラスワーミーもまた “Status of Indian Woman,” The Dance of Siva (1924) でこの絵画作品の
弁護を展開している。参照 Coomaraswamy 1985, pp. 95 sq. この点については Guha-Thakurta 1994, pp. 286–288. 





Yokoyama Taikan, a Copy from Atavaka 
1895 ?Original at Daigo-ji Temple, Kyoto, 









































12　Woodroffe 1908, pp. 150–151.
13　本作品は“The Music Party” として P. Mitter 1994 図版 XXIV に複製がある。 Kumamoto 1971, pp. 26–31 は
ボシュと日本との関係を鳥瞰しているが、論争含みの話題はすべて検閲している。この論文の英訳は Louise 
Court によって英訳された。Kumamoto Kenjirō 2008,  pp. 72–79. 
14　Hamada 1909, pp. 234–8.
Fig. 8　《大威徳明王》平安時代 11 世紀
（岡倉愛蔵、ビゲローがボストン美術館
に寄贈）
Dai-Itoku Myō-ō (Yamantaka), Heian 
period, 11th century (Piece cherished 

















































16　See Ravi Varma Kalidasa Shakuntala /google image また以下も参照。Inaga 2001, pp. 329–348.  
17　図版複製は Mitter 1994, ill.159; Awakening 1985:5. 


























Sanci Stupa, 2nd and 1st century B. C. Stone.
Fig. 10　オボニンドロナト・タゴール《ア
ショカ王妃》1907–9??P. Mitter 1994: 315?




Terasaki Kōgyō, Ceremony of the Opening Eye: Inauguration 
of the Great Buddha in Nara, 1907, The University Art 







































19　この批判の詳細は Inaga 2001b, pp. 329–348. 











































21　Rabindranath Tagore 2006, p. 176. 
22　 『弱法師』の英訳は Kenneth Richard のものが http://www.genji54.com













































































26　この論争については Bharucha 2006, pp. 167–175 および Hori 2009, ch.13. また Wakakuwa 2009, pp. 22–26 も
参照。
27　荒井寛方の「志士タゴール翁」は Arai  1943, p.6.
28　Mitter 2007, pp. 82–90. 
29　Quintanilla 2009, pp. 190–205.









































　ノンドラル・ボシュの名前が初めて「インド日誌」に見えるのは 1916 年 12 月 30 日。そ
の後の記載から見る限り、寛方はノンドラルやスレドロナト・タゴール ( 詩人の甥 ) と、牛
31　このモチーフについては Satō S. 1999, pp. 37–44.
32　「印度日誌」は以下に我妻和男によって校訂されている。Nonaka Taizō (ed.) 1974, pp. 60–101. また我妻に
よるベンガル語訳は Arai 1993. 本件については、グーハ・タクルタ、河合努、堀まどかより情報を得た。記
して謝意を表す。





車に乗るなどして頻繁に遠出している。例えば 1917 年 1 月 27 日にはプーリーまで出かけ、
29 日には寛方は、ボシュが美しい女性たちに取り囲まれてお手上げの様となっているのを目
撃する（「ボース氏眉人に取りつかれたる様おかしかりき」）。2 月 22 日には寛方はボシュが
持参したアショカの花を写生しているが、これはのちの寛方の仏画に登場することになる。
詩人ラビンドロナートが北米合衆国から戻ったのが 3 月 17 日のことで、日本人画家は詩人
の帰郷を祝う行列への参加を許される。寛方はタゴール家より「古代式の食事」すなわちリグ・
ヴェーダの仕来りに則った夕餉の来賓として招かれており、画家はその折の詳しい素描を残
している。4 月 27 日になるとノンドラルとスレンドロナトが寛方を一種の降霊術に誘った模
様であり、寛方の先祖の霊まで呼び出されたらしいが、さてその霊は何語でしゃべったのだ
ろう。8 月 4 日と 12 日にはタゴールが公開講演に赴いている。スワデシ運動の高揚期であり、
発言次第では詩人が英国側官憲に身柄を拘束される恐れもあった。寛方は詩人が無事帰宅し
たのを見届けて胸を撫で降ろしている。10 月 4 日にはノンドラルと映画を見に出かけている



























35　Araki Kanpō 1943, pp. 271–326. ベンガル語訳は Arai 1993.
36　Kokka, no. 339, vol. 28, no. 4 (1917), p. 149.






























40　「アジャンタ壁画模写余談」Arai 1943, pp. 51–64.  
41　Azuma 1974, p. 127. 
Fig. 13　荒井寛方《古代式の食事（大正 6 年 3 月 17 日）》1917、栃木県立美術館




寛方の日誌、1918 年 3 月 2 日の条に、模写完成の言葉がみえる。二千五百年に及ぶ年月




































42　Azuma 1974, p. 92. また Arai 1935, pp. 13–15.


























にはインドの影響が濃厚だが、インド人の手になるものではない、と結論づけた。Arai 1943, pp. 49–50. 
45　このとき派遣された一行のなかにはカリダス・ナグー Kalidas Nag がいた。ナグーは日本の考古学に関す
る議論を含む書籍を刊行することになる。彼はまた 1936 年にブエノス・アイレスで開かれた国際ペンクラブ
総会でインド代表を務めている。その折の彼の島崎藤村や有島生馬との交友については、Inaga 2007. 
46　Arai 1943, pp. 141–42.
47　Bharat Silpi 1967, pp. 71–72.
Fig. 14　荒井寛方《アジャンター壁画模写図（蓮華手菩薩図）》1918、
焼失〔野中退蔵著『荒井寛方：人と作品』1974年、中央公論出版〕
Copy by Arai Kanpō, Ajanta Cave 1 Padmapni Buddha, lost by the 
great Kantō earthquake on Sep.1, 1923. 〔Nonaka 1974: 179〕 
Fig. 15　アジャンター壁画（蓮華手菩薩図）
Ajanta Cave 1 Padmapni Buddha.





















48　イギリスの外交官として知られたアーネスト・サトウ Ernest Satow (1843–1929) が桜井による金堂壁画
模写を推進したらしい。そのうちのひとつがサトウの遺贈で大英博物館に所蔵されている。本件については
Princess Akiko 2008, pp. 130–131. 
49　Arai 1935, pp. 13–15.
Fig. 16　法隆寺金堂において模写をする荒井
寛方、昭和 17 年頃
Arai at work in the Golden Pavilion in Hōryū-ji, 




2005: 56 参照） 
Mural Painting at the Golden Pavillion, 
Horyuji Temple (damaged by fi re in 1949) 
copy by Sakurai Kōun (Passing Traditions 
in Japanese Art-Study, Copy, Create, Tokyo 













模写は 1858 年のロンドンの水晶宮の火災で失われ、ジョン・グリフィッチ (1872–1885 に滞
印 ) によるふたつ目の模写も 1885 年 7 月 13 日のサウス・ケンジントン博物館の火災で喪失
している。ノンドラル・ボシュにとっても遺憾なことに、法隆寺金堂壁画もまた、寛方が亡
























50　Yashiro Yukio 1972, p. 50.
51　野中退蔵による「伝記」参照。Nonaka 1974, pp. 16–17, 33. 
52　我妻和男による日本語訳を稲賀が英訳したものから、再度日本語に訳した。タゴール直筆の筆跡は
Nonaka 1974, p. 105; その色彩図版は Arai 1998, p. 30, pl. 18. 





























方向へと発展してゆくことだ。その例としては、玄奘三蔵 (ca. 622–664) と唐の太宗 (599–649












54　Cf. Yashiro 1958, pp. 91–98.




















Yokoyama Taikan, a copy of Kujaku Myōō, 19th 
century, Tokyo National Museum.　 
Fig. 19?荒井寛方《孔雀明王》1926 頃（幸文庫『イン
ドと荒井寛方』p. 59.）
Arai Kanpō, Kujaku Myōō, c. 1926 (From Indo to Arai 

























Arai  Kanpō ,  Maric i ,  1922,  Tochigi 
Prefectural Museum of Fine Arts.
Fig. 21?荒井寛方《摩利支天》1941?耕三寺博物
館蔵













































56　Quintanella 2008, p. 138. 
Fig. 23?ノンドラル・ボシュ?燃え上
がる松の木?1944?
























































































57　Wong 2009, pp. 95–110 にこれとは異なった解釈が提案されている。
Fig. 26?張大千《煙雲暁靄》1969、個人蔵
Zhang Daqian, Yanyun xiaoling, 1969. Private collection, 
Taipei.
Fig. 27?竹内栖鳳《揚洲城外》1922、静岡県立美術館蔵
Takeuchi Seihō, Yōshū jōgai (Outside the City Wall of 









































58　本件に関する筆者の初期の見解は Inaga 1988, pp. 145–47.
Fig. 28?ノンドラル・ボシュ?雨にけむる家?
1955?ニューデリー国立近代美術館
Nandalal Bose, Houses Blued in the Rain, 1955, 




Nandalal Bose, Landscape, 1962, National 
Gallery of Modern Art, New Delhi.
 (From Rhythems of India: The Art of Nandalal 










































59　Bose 1999, p. 35.
60　気韻生動を四文字熟語の観念として捉えるのは寧ろ近代以降の解釈であろう。瀧精一は南斉の謝赫の時
代には気韻と生動とは別個の概念であったと主張する。Taki 1918b, pp. 16–21. 破墨および溌墨に関する文献学
的な議論については Tanaka 1918, pp. 182–185. 田中は溌墨とは元来水墨画一般を指す用語だったと推定する。












て 1920 年代から 30 年代にかけては、写実主義、象徴主
義そして表現主義の対立を止揚するという造形的な課題
が、東洋の藝術家たちに科せられたといってよい。それ




























62　Bose 1999, p. 47. 
63　Bose 1999, p. 50.
64　Sisiter Nivedita 1901, 1967–68, vol.2, pp. 419–420. 
Fig. 30?ノンドラル・ボシュ 1883–1966
Nandalal Bose 1883–1966
(From Rhythems of India: The Art of 


















* 本論文は Inaga Shigemi, “The Interaction of Bengali and Japanese Artistic Milieus in the First Half of the Twentieth 
Century (1901–1945): Rabindranath Tagor, Arai Kanpō, and Nandalal Bose,” Japan Review, no 21, pp.?149–181に必要な
訂正を加えて自由に日本語に訳したものである。引用箇所は、英文からの重訳ではなく、必要に応じて原文
資料の日本語に戻したが、漢字、仮名遣いの一部は技術上の都合から、現行の書体に改めた。
* The English version of this paper was fi rst prepared for the International Symposium, “Rethinking Nandalal: Asian 
Modernism and Nationalist Discourse,” Saturday, April 5, 2008 at the San Diego Museum of Art. My thanks go fi rst to Ed. 
Rothfarb, who initially encouraged the author to take part in the symposium. My thanks also go to Sonya Rhie Quintanilla, 
organizer of the symposium, who kindly invited the author to the gathering and who was so generous in welcoming us 
all to the SDMA. Let me also express my gratitude to Atsushi Yokozawa, librarian of Nippon Bhavana Visva-Bharati in 
Santiniketan, West Bengal, who helped the author have access to primary sources in relation with Nandalal Bose. Tsutomu 
Kawai, of the Kanpō-kai, also kindly provided the author with fi rst hand materials and precious information of Arai Kanpō. 
Commentaries and discussions provided by Tapati Guha-Thakurta, Bert Winther-Tamaki, Aida Yuen Wong, Debashish 
Banerji, Partha Mitter and other participants were the most precious for the author to elaborate his ideas. Last but not least, 
my wife and partner, Mari Inaga must be named for her hearty support during the hastily preparation of this paper.
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